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坂
高
満
二
十
歳
′

昭
和
四
十
六
年
四
月
坂
戸
中
学
校
の

仮
住
ま
い
で
坂
高
は
産
声
を
あ
ば
、
翌

年
現
在
の
場
所
へ
校
舎
を
建
設
し
、
年

年
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成

二
年
度
で
二
十
年
、
や
っ
と
大
人
の
仲

間
入
り
が
で
き
ま
し
た
。

二
十
周
年
を
記
念
し
て
平
成
二
年
十

一
月
二
十
日
に
初
代
校
長
の
松
崎
宗
吉

先
生
を
お
招
き
し
て
、
「記
念
講
演
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ル

ー
ム
棟
と
特
別
棟
の
間
を
し
ゃ
れ
た
日

杢
処
園
風
の
広
場
と
し
て
整
備
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
写
真
を
多
く
使
い

「坂

高
二
十
年
史
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

―

創
立
二
十
周
年
記
念
行
事
開
催
―

二
十
周
年
記
念
講
演
会
に
臨
ん
で

同
窓
会
長
　
坂
　
本
　
　
　
毅
（
一
期
）

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
と
、

改
め
て
思
い
ま
し
た
。

さ
て
、
同
宏
欠
ム
で
は
今
年
、
第
二
号

の

「同
窓
会
だ
よ
り
」
を
発
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
春
の
文
化

祭
で
は
、
今
年
も
ゲ
ス
ト
講
演
会
を
企

画
す
る
と
と
も
に
、
卒
業
生
の
集
い
を

開
催
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

同
窓
会
も
ま
も
な
く
二
十
周
年
を
迎

え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
会
員
の
皆
さ

ん
の
御
意
見
、
御
要
望
に
沿
っ
た
会
の

運
営
に
当
た
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
御
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

縦

昨
年
十

一
月
二
十
日
、
坂
戸
高
校
創

立
二
十
周
年
記
念
講
演
会
が
、
母
校
体

育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
も
同
窓
会

長
と
し
て
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
初

代
校
長
松
崎
と室
日先
生
の
講
演
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

松
崎
先
生
は
、
退
職
な
さ
っ
た
今
で

も
お
元
気
で
、
創
設
当
時
の
思
い
出
な

ど
も
お
話
し
に
な
ら
れ
ま
し
た
。私
は
、

懐
か
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
と
同
時

に
、
同
窓
会
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
坂
高

中 庭 の 全 景

中庭の整備工事風景
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創
立
二
十
周
年
を
迎
え
て

前
坂
戸
高
校
校
長
　
士
口
　
野
　
政
　
治

ゲ
ス
ト
講
演
昨
年
に
引
き
続
き
行
う

平
成
二
年
度
同
窓
会
総
会
報
告

平
成
二
年
四
月
十
五
日
、
平
成
二
年

度
同
窓
会
総
会
が
、
母
校
の

「文
化
部

総
合
発
表
会
」
と
合
わ
せ
て
坂
戸
文
化

会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

坂
本
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
平
成

元
年
度
事
業
報
告
、△ム計
報
告
に
続
き
、

平
成
二
年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案
が

審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し

た
。総

会
に
参
加
し
て

関

根

和

幸
字

七
型

総
会
に
参
加
し
て
み
る
と
、
立
食

パ
ー
テ
ィ
で
、
さ
ら
に
気
さ
く
な
先

輩
が
飲
物
を
勧
め
て
く
だ
さ
っ
た
り

と
な
か
な
か
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ

ま
し
た
。
堅
苦
し
い
と
思
っ
て
参
加

し
な
い
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
て
い
て
、
楽
し

い
会
で
し
た
。

坂
戸
高
校
も
平
成
二
年
度
で
創
立
二

十
周
年
を
迎
え
、
記
念
事
業
と
し
て
記

念
講
演
会
や
記
念
誌
の
刊
行
、
中
庭
造

園
工
事
な
ど
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
後
援
会
の
御

支
援
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ

ま
で
二
十
年
に
わ
た
る
本
校
の
歩
み
を

振
り
返
る
こ
と
が
で
き
、
将
来
の
展
望

を
考
え
る
よ
い
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

昨
年
十

一
月
二
十
日
の
記
念
講
演
会

で
は
、
初
代
校
長
の
松
崎
宗
吉
先
生
を

お
招
き
い
た
し
ま
し
た
。
先
生
は
、
開

校
当
時
の
手
帳
を
め
く
り
な
が
ら
終
始

熱
弁
を
ふ
る
わ
れ
、
創
設
の
御
苦
労
を

い
く
ら
か
な
り
と
も
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

折
し
も
、
学
校
活
性
化
委
員
会
が
発

足
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
の
で
、
坂
高
の

将
来
構
想
を
考
え
て
外
国
語
科
を
設
置

し
て
、
生
徒

・
保
護
者
並
び
に
地
域
か

ら
の
要
望
に
応
え
得
る
、
特
色
あ
る
学

校
づ
く
り
を
し
よ
う
と
い
う
結
論
に
達

し
、
即
刻
、
県
当
局
に
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。
ま
た
、
プ
ー
ル
、
部
室
兼

用
棟
も
、
平
成
二
年
度
に
竣
工
す
る
こ

と
が
決
定
的
と
な
り
ま
し
た
。

施
設
、
設
備
を
充
実
す
る
こ
と
は
、

学
校
の
命
運
に
も
か
か
わ
る
素
晴
ら
し

い
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
運
用
を
図

る
の
は
人
で
あ
り
、
日
標
を
達
成
す
る

た
め
に
も
人
の
力
は
大
切
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

二
十
年
間
の
教
育
活
動
で
積
み
重
ね

ら
れ
た
力
を
結
集
し
て
、
新
生
坂
戸
高

校
の
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
最
善
の

努
力
を
傾
注
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
も
、
新
生
坂
戸

高
校
の
誕
生
に
絶
大
な
る
御
力
添
え
を

い
た
だ
き
た
く
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

平
成
二
年
四
月
十
五
日
坂
戸
文
化
会

館
に
お
い
て
、

「坂
戸
高
校
春
の
文
化

祭
第
二
回
文
化
部
総
合
発
表
会
」
が
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
前
回
に
況
し
て
活
気
が
あ

り
、
生
徒

一
人
ひ

と
り
の
顔
に
自
信

が
見
ら
れ
た
う
え
、

楽
し
そ
う
に
し
て

い
た
の
が
印
象
的

で
し
た
。
内
容
も

充
実
し
て
完
成
度

の
高
い
文
化
祭
で

し
た
。

同
宏
犬
ムも
昨
年

に
引
き
続
き
ゲ
ス

卜
講
演
会
を
企
画
し
ま
し
た
。

今
回
は
、

「生
き
る
と
い
う
こ
と
」

と
題
し
て
日
本
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
小
林
完
吾
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、
予

定
時
間
を
超
え
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ま
た
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
坂

戸
文
化
会
館
の
一
室
を
お
借
り
し
て
、

「卒
業
生
の
集
い
」
を
懇
親
会
を
中
心

に
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
に
御
協
力
い
た
だ
い
た

学
校
関
係
者
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
借

り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
，一小林 完吾 氏

卒業生の集い
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母
校
近
況

平
成
二
年
度
は
、
創
立
二
十
周
年
記

念
講
演
会
を
は
じ
め
様
々
な
特
別
行
事

が
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
二
年
度
は
、

プ
ー
ル
付
き
部
室
棟

（
一
階
部
室
、
雨

天
練
習
場
、
三
階
二
十
五
ｍ
プ
ー
ル
）

が
建
設
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
平
成
四
年

度
ス
タ
ー
ト
の
外
国
語
科
設
置
の
準
備

も
あ
り
激
動
の
一
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

▽
平
成
二
年
度
坂
戸
高
校
の
活
躍
ぶ
り

六
月
剣
道
部
関
東
大
会
出
場

（前
橋
）

坂
戸
０
１
３
国
学
院
栃
木

坂
戸
１
１
３
修
徳

関
東
陸
上
大
会
兼
北
関
東

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
会
出
場
（前
橋
）

杉
田
雄
規
　
走
幅
跳
　
　
十二
位

三
段
跳
　
　
一
位

堀
毛
智
宏
　
八
〇
Ｏ
ｍ
　
一
一位

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

選
抜
大
会
出
場

（名
古
屋
）

杉
田
雄
規
　
走
幅
跳
　
　
一ハ位

坂
戸
一品
校

士
口
田
勇
二

Ｈ先
牛
〓
〓
一期
．）

第
二
十
六
回
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

県
決
勝
大
会
出
場

（埼
玉
会
館
小
ホ
ー
ル
）

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

渡
辺
　
桂

（優
秀
賞
受
賞
）

朗
読
部
門
伊
古
論
志

（優
秀
賞
受
賞
）

ラ
ジ
オ
番
組
製
作
課
題
部
門

坂
戸
高
校
放
送
部
製
作
番
組

「ど
う
思
う
あ
る
？

受
験
生
の
ひ
と
こ
と
」

（優
秀
賞
受
賞
）

コ
ー
ラ
ス
部
県
合
唱
祭
出
場

（大
宮
市
民
会
館
）

七
月
第
二
十
七
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
放
送
部
出
場

（Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
）

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
　
　
渡
辺
　
桂

朗
読
部
門
　
　
　
　
　
伊
東
満
志

八
月
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
出
場（仙
台
市
）

杉
田
雅
規
　
　
走
幅
跳
　
九
位

三
段
跳

堀
毛
智
宏
　
　
八
〇
〇
ｍ

関
東
高
校
演
劇

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
大
会
出
場

（東
京
グ
ロ
ー
ブ
座
）

九
月
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
出
場

杉
田
雄
規
　
走
幅
跳
　
　
一
位

関
東
七
県
対
抗
陸
上
競
技
大
会
出
場
⌒千
葉
）

堀
毛
智
宏
　
一人
○
Ｏ
ｍ
　
一二
位

埼
高
英
研
英
作
文
ヨ
ン
テ
ス
ト

上
級
の
部
第
二
位
鈴
木
健
司

（三
年
）

初
級
の
部
奨
励
賞
清
水
和
久

（
一
年
）

十
月
第
四
十
五
回
国
民
体
育
大
会
出
場

⌒と
び
う
め
国
体
　
福
岡
県
）

杉
田
雄
規
　
走
幅
跳
　
　
」ハ位

▽
教
職
員
の
異
動

転
入杉
田
治
正

（児
玉
高
よ
り
）

山
田
正
志

（県
教
育
局
よ
り
）

角
田
祐
一
（桶
川
高
よ
り
）

松
崎
直
美

（熊
谷
市
立
女
子
高
よ
り
）

羽
根
田
敦
子

（杉
戸
農
高
よ
り
）

瀬
尾
宗
良

（常
勤
講
師
へ
）

転
出小

河
原
栄
一
（吉
見
高
へ
）

鈴
木
　
虫呈
（宮
崎
県
へ
）

印
出
史
子

（鳩
山
高
へ
）

退
職吉
野
政
治
・
福
島
真
三
・
田
中
一
枝

坂
高
在
職
中
は
色
々
と
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の
ご
健
康
と
ご

活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

口
同
窓
会
に
よ
せ
て

臼

井
先
生

と

の
再
会

大

貫

敬

子
索

期
）

昨
年
の
同
窓
会
に
出
席
し
た
と
き
、

一
、
二
年
生
の
と
き
担
任
し
て
く
だ
さ

っ
た
臼
井
先
生
に
お
会
い
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
卒
業
以
来
だ
と
思
う
の

で
十
数
年
ぶ
り
の
再
会
で
す
。

私
が
あ
い
さ
つ
す
る
と
同
時
に
、

「や
あ
、
大
貫
は
、
ま
だ
大
貫
の
ま
ま

か
？
」

と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
長

い
問
お
会
い
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

大
勢
の
中
の
私

一
人
の
こ
と
な
ど
も
う

忘
れ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
思

っ
て
い
た
の
に
、
名
前
ま
で
覚
え
て
い

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
と
で
も
嬉
し
く

思
い
ま
し
た
。
当
時
、
先
生
が
坂
高
に

転
任
し
て
来
ら
れ
て
、
初
め
て
の
女
子

生
徒
に
戸
惑
い
を
感
じ
て
い
た
こ
と
や
、

ク
ラ
ス
替
え
を
す
る
と
き
感
じ
た
淋
し

さ
等
の
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

今
、
自
分
も
教
え
る
立
場
に
な
り
、

坂
高
時
代
の
の
ん
き
な
私
達
を
思
う
先

生
の
気
持
ち
が
、
少
し
分
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

今
度
お
会
い
す
る
と
き
は
、
旧
姓
が

使
え
る
と
い
い
ん
だ
け
れ
ど
…
…
。

あ
と
数
ピ
ー
ス

秋
山
　
真
Ｔ

八
期
）

昨
日
、
自
分
の
乱
れ
熔
っ
て
い
る
心

を
落
ち
つ
け
る
た
め
に
、
ジ
グ
ソ
ー
パ

ズ
ル
を
始
め
た
。
集
中
力
を
養
う
に
は

も
っ
て
こ
い
の
も
の
だ
。

高
校
生
活
、
数
千
ピ
ー
ス
、
時
間
が

か
か
り
そ
う
で
い
て
、
結
構
早
く
完
成

に
近
づ
く
。
そ
れ
を
見
返
す
と
、
絶
対

に
抜
か
し
て
お
き
た
い
よ
う
な
ピ
ー
ス

や
、
そ
れ
だ
け
で
す
べ
て
を
埋
め
た
い

ピ
ー
ス
な
ど
様
々
だ
。
し
か
し
、
そ
れ

ら
の
ど
こ
か
一
つ
が
欠
け
て
も
パ
ズ
ル

は
完
成
し
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
色
々

な
ピ
ー
ス
が
あ
っ
て
こ
そ
面
白
い
も
の

が
出
来
上
が
る
の
で
あ
る
。

人
そ
れ
ぞ
れ
だ
か
ら
、
中
に
は
一
色

で
埋
ま
っ
て
い
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

自
分
の
を
見
て
見
る
と
、
暗
い
色
が
所

所
に
あ
り
、
ま
た
所
々
に
輝
く
ピ
ー
ス

が
あ
る
。
で
も
、
暗
い
色
の
ピ
ー
ス
も

日
が
た
つ
に
つ
れ
色
鮮
や
か
に
な
っ
て

い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
す
べ
て

が
想
い
出
に
変
わ
る
時
、
高
校
生
活
と

い
う
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
が
初
め
て
輝
き

を
見
せ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

あ
と
残
さ
れ
た
の
は
、
卒
業
と
い
う

ピ
ー
ス
だ
け
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
埋
め

る
と
パ
ズ
ル
は
完
成
し
て
し
ま
う
。
で

き
れ
ば
、
ず
っ
と
こ
の
ま
ま
に
し
て
お

き
た
い
。
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事
務
局
よ
り

平
成
三
年
度

同
窓
会
総
会
討
議
資
料

平
成
二
年
度
に
役
員
改
選
を
行
い
ま

す
。
改
選
後
の
役
員
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

《新
役
員
》

△ム　
長
　
坂
本

　

毅

（
一
期
）

副
会
長
　
小
塚
　
市
郎

（三
期
）

清
水
　
芳
昭

（五
期
）

△ム　
計
　
小
園
　
雅
子

（八
期
）

監
　
事
　
浅
野
　
昭
一
（九
期
）

細
田
　
淳
一
（九
期
）

平
成
二
年
度
か
ら
新
し
く
役
員
に
加

わ
る
方
々
で
す
。

十
八
回
生
評
議
員

一
組
　
青
島
　
　
衛

・
堀
金
　
研
吾

二
組
　
大
附
　
孝
行
・
大
那
　
正
毅

三
組
　
佐
藤
　
節
子
・
野
田
　
教
子

四
組
　
深
海
　
正
芳

・
山
崎
　
圭
子

五
組
　
黛
　
　
美
穂

・
長
谷
部
　
誠

六
組
　
小
久
保
亮
俊
・
八
頭
司
千
春

七
組
　
関
谷
　
　
修
・
若
林
　
大
介

八
組
　
井
上
　
英
一
・
加
納
玉
紀
子

九
組
　
水
野
　
大
輔

・
三
宅
明
日
香

十
組
　
山
崎
　
光
明
・
早
坂
　
里
美

平成 2年度 会 計 報 告伸位は円) 平成 2年 度 事 業 報 告

2 口歳 出

▼

▼

平成 3年 度

科  目 予 算 額 決 算 額

庶 務 費 400,000 416,610

会 議 費 200,000 111,982

慶 弔 費 50,000 0

事 業 費

(春の文化祭)

(調査準備金)

1,450,000
(95o, ooo)
( 5oo, ooo)

1  ,448 ,956
(748 ,956 )

(700, ooo)
予 備 費 24,603

合  計 2,124,603 1,977,548

繰 越 金 147、544

予 算 (案)律位は円)

2 コ歳 出

4月 2日 総 会新聞通知発表

4月 7日 役 員会(総会、春の文化祭準備)

15日 総  会  坂 戸文化会館

春の文化祭/特別講演

ゲスト 小 林完吾氏

(日本テレビアナウンサー)

「同窓会だより」第2号発行

7月 7日 役 員会(総会、春の文化祭反省)

8月17日 役 員会(20周年記念

事業について)

9月 9日 役 員会(20周年記念

事業について)

12月29日 役 員会(春の文化祭、

「同窓会だより」の準備)

1月26日 役 員会(春の文化祭、

「同窓会だより」の準備)

3月17日 役 員会(総会、春の文化祭

の準備)

平成 3年 度 事 業 計 画

4月 13日 役 員会(総会準備)

21日 総  会  坂 戸文化会館

春の文化祭/特別講演

ゲスト 半 田淳子氏

(びわ奏者)

「同窓会だより」第3号発行

8月   役 員会

11月   役 員会

2月   役 員会

3月   役 員会

国

国

□

国

編
集
委
員
と
し
て
、
第
二
号
を
作
り

終
え
て
ホ
ッ
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
回

は
、
新
し
い
編
集
委
員
が
加
わ
り
と
て

も
助
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
御
協

力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

1 口歳 入

科  目 予 算 額 決 算 額

繰 越 金 76,603 76,603

17回生入会金 2,044,000 2,044,000

雑 収 入 4,000 4,489

合  計 2,124,603 2,125,092

1 . 歳 入

科   目 予 算  額

繰  越  金 147,524

18回生入会金 1,904,000

雑  収  入 4,000

△
計 2,055,524

科   目 予  算  額

庶  務  費 400,000

会 議  費 200,000

慶  弔  費 50,000

事  業  費

(春の文化祭)

(調査準備金)

1,400,000
( 600, ooo)
( 800,000)

予 備  費 5,524

△
計 2,055,524

《
同
窓
会
だ
よ
り
》
倉
喜
こ

編
集
発
行

埼
玉
県
立
坂
戸
高
等
学
校
同
宏
失
ム

印

　

刷

ト

キ

ワ

印

刷

所

雷
基
一〓
〓
丁
〇
八
六
五


